
私近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
火
星
で
微
生

物
を
検
出
す
る
た
め
の
「
生
命
兆
候
探
査
顕

微
鏡
」
の
開
発
で
す
。
火
星
は
約
40
億
年
前
、

地
球
と
似
た
環
境
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
生
ま
れ
、
今
も
生
き
残
っ

て
い
る
生
物
が
見
つ
か
れ
ば
、
地
球
の
生
物

と
比
較
し
て
、
生
命
誕
生
の
原
理
を
解
明
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

地
球
外
生
命
探
査
は
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇

宙
局
（
N
A
S
A
）、欧
州
宇
宙
機
関
（
E
S
A
）

も
重
視
す
る
テ
ー
マ
で
、
各
機
関
が
独
自
に

生
命
探
査
の
方
法
を
探
っ
て
い
ま
す
。

私
が
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）

な
ど
と
連
携
し
て
開
発
し
て
い
る
生
命
兆
候

は
、
環
境
中
の
微
生
物
を
検
出
す
る

方
法
を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

探
査
顕
微
鏡
は
、
火
星
の
土
に
蛍
光
色
素
の

入
っ
た
染
色
液
を
吹
き
か
け
、
微
生
物
な
ど

の
有
機
物
を
光
ら
せ
、
そ
れ
を
顕
微
鏡
で
映

像
化
し
て
検
出
し
ま
す
。

研
究
室
に
あ
る
試
作
機
は
レ
ン
ズ
、
染
色

液
の
タ
ン
ク
、
土
を
取
り
込
む
試
料
皿
な
ど

か
ら
な
る
装
置
で
、
分
厚
い
ア
ク
リ
ル
板
で

囲
っ
た
中
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
内
部
を
火

星
と
同
じ
大
気
圧
に
し
て
、
確
実
に
微
生
物

を
検
出
で
き
る
か
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
る

最
中
で
す
。
重
力
が
小
さ
く
、
大
気
圧
が
低

い
火
星
で
支
障
な
く
動
作
す
る
よ
う
に
、
考

え
る
べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

幼
少
期
か
ら
地
球
外
生
命
体
に
興
味
が
あ

っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
顕
微
鏡
が
捉
え
る

微
生
物
を
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
し
、
こ
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多様な研究室は、玉川大学の教育の原動力です。
その探究の様子と学生の学びを紹介します。

環境微生物
研究テーマ

地球外生命体を検出する顕微鏡の開発とともに
微生物由来の物質の活用方法を探る

共同研究先の株式会社ケージェー・マーリックから提供を受け
ているタモギタケ。吉村教授はこのタモギタケからエルゴチオ
ネインを日常的に摂取できる食品加工の方法を検討している

吉村義隆教授
Yoshitaka Yoshimura
農学部先端食農学科
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オサイエンス専攻修了。博士
（理学）。三菱化学生命科学研究
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盤機構研究員などを経て現職
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の
気
持
ち
こ
そ
研
究
の
原
動
力
で
す
。

宇
宙
と
大
き
な
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
生

命
兆
候
探
査
顕
微
鏡
の
開
発
と
同
時
に
、
タ

モ
ギ
タ
ケ
と
い
う
き
の
こ
を
使
っ
た
研
究
も

進
め
て
い
ま
す
。
タ
モ
ギ
タ
ケ
が
豊
富
に
含

む
成
分
「
エ
ル
ゴ
チ
オ
ネ
イ
ン（
E
G
T
）」

に
は
、
特
殊
な
機
能
性
を
持
つ
ア
ミ
ノ
酸
で
、

認
知
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
原
因
と
な
る
活
性

酸
素
を
抑
制
す
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
E
G
T
は
一
度
、
体
内
の
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
る
と
排
出
さ
れ
に
く
く
、
肝
臓
、
腎

臓
な
ど
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
ま
た
安
全
性
が

高
い
点
も
特
徴
で
す
。

た
だ
、
E
G
T
を
多
く
含
む
タ
モ
ギ
タ
ケ

は
香
り
が
強
く
、
傷
み
や
す
い
と
い
う
難
点

が
あ
り
ま
す
。
私
は
収
穫
し
た
て
の
タ
モ
ギ

タ
ケ
を
加
工
食
品
と
し
て
有
効
利
用
す
る
方

法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
取
り
組
ん

だ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
E
G
T
に
記
憶
力
改

善
効
果
が
あ
る
こ
と
、
高
カ
カ
オ
で
は
血
糖

値
の
急
激
な
上
昇
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

受
験
生
や
高
齢
者
の
お
や
つ
に
ピ
ッ
タ
リ
で

す
。
研
究
に
使
う
タ
モ
ギ
タ
ケ
は
、
共
同
研

究
先
か
ら
特
に
E
G
T
の
含
有
量
が
高
い
も

の
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

面
白
い
と
思
え
る
テ
ー
マ
で
研
究
を

私
は
自
主
性
を
重
ん
じ
る
研
究
室
で
学
ん

だ
た
め
、
学
生
に
も
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を

決
め
る
と
き
に
は
「
何
が
や
り
た
い
?
」
と

ま
ず
尋
ね
ま
す
。
対
話
を
通
し
て
や
り
た
い

こ
と
、
面
白
い
と
思
う
テ
ー
マ
を
一
緒
に
探

し
、
研
究
の
目
的
を
明
確
に
し
ま
す
。
何
よ

り
始
め
る
と
き
の
動
機
を
大
切
に
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
上
で
先
行
研
究
を
よ
く
調
べ
、

何
か
ひ
と
つ
、
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら

新
し
い
要
素
や
視
点
を
加
え
る
こ
と
を
考
え

て
も
ら
い
ま
す
。

今
年
度
も
「
高
圧
電
場
が
発
酵
微
生
物
へ

与
え
る
影
響
」
な
ど
、
学
生
は
多
様
な
テ
ー

マ
で
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
に
求
め
て

い
る
の
は
、
実
験
が
う
ま
く
進
ま
な
く
て
も

原
因
を
探
り
、
次
に
ど
ん
な
工
夫
を
す
れ
ば

い
い
か
を
考
え
る
――
そ
ん
な
推
理
小
説
を

読
み
解
く
よ
う
な
、
研
究
の
過
程
自
体
を
楽

し
む
姿
勢
を
持
つ
こ
と
で
す
。

火
星
の
生
命
兆
候
探
査
顕
微
鏡
の
研
究
は
、

私
が
携
わ
る
試
作
機
の
検
証
か
ら
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
経
て
宇
宙
へ
行
く
フ
ラ

イ
ト
モ
デ
ル
ま
で
、
実
用
化
に
は
長
い
道
の

り
が
あ
り
ま
す
。
何
年
先
に
な
る
か
は
ま
だ

見
え
ま
せ
ん
が
、
学
生
に
伝
え
て
い
る
よ
う

に
、
私
も
試
行
錯
誤
の
過
程
を
楽
し
み
な
が

ら
、
研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Students’ Voices
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　チョコレートにしてタモギタケの香り
が気にならなくなれば、エルゴチオネイ
ンを気軽に摂取できるのではと考え、研
究テーマにしました。味と食感を両立さ
せるため、カカオの割合を調節したり、
レシチンや乳化剤を試したり……好きな
お菓子をテーマにしたので、想像以上に
楽しく研究を続けられました。

自分が好きなものをテーマに
楽しく研究できた

農学部先端食農学科
4年

石塚舞美さん
Mami Ishizuka

　農業分野で働く夢があり、進路に役立
つ研究をしたくて吉村先生の研究室へ。
エルゴチオネインには、生物の体内に入
った農薬から生じる活性酸素を取り除き、
毒性を抑制する可能性があります。研究
ではその働きを検証しました。安定した
農業のために農薬は必要なものです。4
月からの仕事に学びを活かしたいです。

進路を見据え、農薬の毒性を
抑制する働きを検証

農学部先端食農学科
4年

古橋玲衣さん
Rei Furuhashi

1エルゴチオネインに期待される毒性の抑制機能について実験する古橋玲衣
さん（4年）　2石塚舞美さん（4年）は生産加工室と連携し、タモギタケ
の香りと相性の良いカカオ豆を選ぶところからチョコレートづくりを実施。
タモギタケの粉末を入れて仕上げ、味や食感を検討した
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